
(57)【要約】

【課題】　振動子２から放射される超音波は１つのフォ

ーカスしか発生できないため、解像度もベネトレーショ

ン特性も１つに定型化されてしまうという問題があった

。

【解決手段】　超音波トランスジューサ１０は、球体を

切断した一部からなる第１の振動部１１と、第１の振動

部１１の球体より大径の球体を所定の幅に平行に切断し

たリング状の第２の振動部１２を第１の分離材１３によ

って一体に構成し、第２の振動部１２の球体より大径の

球体を所定の幅に平行に切断したリング状の第３の振動

部２１はリング状の第２の振動部１２の端部に第２の分

離材２１によって一体に構成され、第１、第２、第３の

振動部１１、１２、２２は外部電極１６、２０、２５の

外側のバック材２６で一体に構成されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 球 体 を 切 断 し た 一 部 を 構 成 す る 第 １ の 振 動 部 と 、 該 第 １ の 振 動 部 の 前 記 球 体 よ り 大 径 の
球 体 を 所 定 の 幅 で 平 行 に 切 断 し た リ ン グ 状 の 第 ２ の 振 動 部 と 、 前 記 第 １ の 振 動 部 と 前 記 第
２ の 振 動 部 と を 一 体 に 構 成 す る 第 １ の 分 離 材 と 、 前 記 第 １ の 振 動 部 の 内 部 電 極 に 接 続 さ れ
た 第 １ の 端 子 と 、 前 記 第 ２ の 振 動 部 の 内 部 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 端 子 と 、 前 記 第 １ 、 第
２ の 振 動 部 の 外 部 電 極 に 接 続 さ れ た ア ー ス 端 子 と か ら な り 、 前 記 第 １ の 振 動 部 の フ ォ ー カ
ス と 第 ２ の 振 動 部 の フ ォ ー カ ス を 異 な ら せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 振 動 部 の 前 記 球 体 よ り 大 径 の 球 体 を 所 定 の 幅 に 平 行 に 切 断 し た リ ン グ 状 の 第
３ の 振 動 部 を 前 記 リ ン グ 状 の 第 ２ の 振 動 部 の 端 部 に 第 ２ の 分 離 材 で 一 体 に 構 成 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 凹 面 体 か ら な る 第 １ の 振 動 部 と 、 該 第 １ の 振 動 部 の 前 記 凹 面 体 と フ ォ ー カ ス の 異 な る 凹
面 体 を 所 定 の 幅 で 平 行 に 切 断 し た リ ン グ 状 の 第 ２ の 振 動 部 と 、 前 記 第 １ の 振 動 部 と 前 記 第
２ の 振 動 部 と を 一 体 に 構 成 す る 第 １ の 分 離 材 と 、 前 記 第 １ の 振 動 部 の 内 部 電 極 に 接 続 さ れ
た 第 １ の 端 子 と 、 前 記 第 ２ の 振 動 部 の 内 部 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 端 子 と 、 前 記 第 １ 、 第
２ の 振 動 部 の 外 部 電 極 に 接 続 さ れ た ア ー ス 端 子 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 ト ラ ン
ス ジ ュ ー サ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の 振 動 部 の 前 記 凹 面 体 と フ ォ ー カ ス の 異 な る 凹 面 体 を 所 定 の 幅 に 平 行 に
切 断 し た リ ン グ 状 の 第 ３ の 振 動 部 を 前 記 リ ン グ 状 の 第 ２ の 振 動 部 の 端 部 に 第 ２ の 分 離 材 で
一 体 に 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 １ つ の 振 動 子 で 異 な っ た フ ォ ー カ ス の 超 音 波 を 発 生 す る こ と が で き る 超 音 波
ト ラ ン ス ジ ュ ー サ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 円 筒 状 の ケ ー ス １ の 先 端 部 に 凹 面 状 の 振 動 子 ２ を 装 着 し 、 振
動 子 ２ の 放 射 面 側 及 び 背 面 側 に そ れ ぞ れ 電 極 ３ 及 び ４ が 形 成 さ れ 、 放 射 面 側 の 電 極 ３ の 前
面 に マ ッ チ ン グ 層 ５ が 装 着 さ れ 、 さ ら に 、 背 面 側 の 電 極 ３ ４ の 背 部 に パ ッ キ ン 層 ６ が 装 着
さ れ 、 電 極 ３ 、 ４ に ケ ー ブ ル ７ の リ ー ド 線 ８ 、 ９ が 接 続 さ れ 、 こ の よ う に 構 成 し た 超 音 波
ト ラ ン ス ジ ュ ー サ を 図 ２ の 矢 印 の よ う に 左 右 に 振 っ て 超 音 波 を 送 受 波 す る よ う に 構 成 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 従 来 の 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ で は 、 振 動 子 ２ が
１ つ の 曲 率 を 持 っ て い る だ け で あ る の で 、 振 動 子 ２ か ら 放 射 さ れ る 超 音 波 は １ つ の フ ォ ー
カ ス し か 発 生 で き な い た め 、 解 像 度 も ベ ネ ト レ ー シ ョ ン 特 性 も １ つ に 定 型 化 さ れ て し ま う
と い う 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ９ ０ ４ ９ ９ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 振 動 子 ２ か ら 放 射 さ れ る 超 音 波 は １ つ の フ ォ ー カ ス し か 発
生 で き な い た め 、 解 像 度 も ベ ネ ト レ ー シ ョ ン 特 性 も １ つ に 定 型 化 さ れ て し ま う と い う 問 題
が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 本 発 明 で は 、 第 １ の 振 動 部 は 球 体 を 切 断 し た 一 部 を 構 成 す る も の で あ り 、 リ ン グ 状 の 第
２ の 振 動 部 は 第 １ の 振 動 部 の 球 体 よ り 大 径 の 球 体 を 所 定 の 幅 で 平 行 に 切 断 し た も の で あ り
、 第 １ の 分 離 材 は 第 １ の 振 動 部 と 第 ２ の 振 動 部 と を 一 体 に 構 成 す る も の で あ り 、 第 １ の 端
子 は 第 １ の 振 動 部 の 内 部 電 極 に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 端 子 は 第 ２ の 振 動 部 の 内 部 電 極 に 接 続 さ
れ 、 ア ー ス 端 子 は 第 １ 、 第 ２ の 振 動 部 の 外 部 電 極 に 接 続 さ れ 、 第 １ の 振 動 部 の フ ォ ー カ ス
と 第 ２ の 振 動 部 の フ ォ ー カ ス を 異 な ら せ る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ は 、 第 １ の 振 動 部 、 第 ２ の 振 動 部 及 び 第 ３ の 振 動 部 の
フ ォ ー カ ス を 異 な ら せ る こ と に よ り 、 タ ー ゲ ッ ト 深 度 に 対 す る フ ォ ー カ ス を 最 適 化 し 、 ベ
ネ ト レ ー シ ョ ン を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 又 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 振 動 部 を 常 時 同 時 駆 動
す る と 、 焦 点 域 の 分 解 能 は 劣 る が 、 浅 部 か ら 深 部 に か け て 全 体 的 に 平 均 的 な 焦 点 を 結 ぶ こ
と が で き 、 又 、 浅 部 を 観 察 す る と き は 、 第 １ の 振 動 部 を 駆 動 し 、 中 域 を 観 察 す る と き は 、
第 １ の 振 動 部 と 第 ３ の 振 動 部 を 同 時 に 駆 動 す る か 、 第 ２ の 振 動 部 の み を 駆 動 し 、 さ ら に 、
深 部 を 観 察 す る と き は 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 振 動 部 を 同 時 に 駆 動 す る か 、 第 ２ 、 第 ３ の 振
動 部 を 同 時 に 駆 動 す る か 、 第 ３ の 振 動 部 の み を 駆 動 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 側 面 断 面 図 で 、 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ
ー サ １ ０ は 、 球 体 を 切 断 し た 一 部 か ら な る 第 １ の 振 動 部 １ １ と 、 第 １ の 振 動 部 １ １ の 球 体
よ り 大 径 の 球 体 を 所 定 の 幅 に 平 行 に 切 断 し た リ ン グ 状 の 第 ２ の 振 動 部 １ ２ を 第 １ の 分 離 材
１ ３ に よ っ て 一 体 に 構 成 し 、 第 １ の 振 動 部 １ １ の 内 側 に 内 部 電 極 １ ４ を 装 着 し 、 第 １ の 端
子 １ ５ を 接 続 し 、 第 １ の 振 動 部 １ １ の 外 側 に 外 部 電 極 １ ６ を 装 着 し 、 外 部 電 極 １ ６ に ア ー
ス 端 子 １ ７ を 接 続 し 、 第 ２ の 振 動 部 １ ２ の 内 側 に 内 部 電 極 １ ８ を 装 着 し 、 内 部 電 極 １ ８ に
第 ２ の 端 子 １ ９ を 接 続 し 、 第 ２ の 振 動 部 １ ２ の 外 側 の 外 部 電 極 ２ ０ は 第 １ の 振 動 部 の 外 部
電 極 １ ６ に 接 続 さ れ 、 又 、 第 ２ の 振 動 部 １ ２ の 球 体 よ り 大 径 の 球 体 を 所 定 の 幅 に 平 行 に 切
断 し た リ ン グ 状 の 第 ３ の 振 動 部 ２ １ は リ ン グ 状 の 第 ２ の 振 動 部 １ ２ の 端 部 に 第 ２ の 分 離 材
２ １ に よ っ て 一 体 に 構 成 さ れ 、 第 ３ の 振 動 部 ２ ２ の 内 部 電 極 ２ ３ に 第 ３ の 端 子 ２ ４ が 接 続
さ れ 、 第 ３ の 振 動 部 ２ ２ の 外 部 電 極 ２ ５ は 第 ２ の 振 動 部 １ ２ の 外 部 電 極 ２ ０ に 接 続 さ れ 、
さ ら に 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 振 動 部 １ １ 、 １ ２ 、 ２ ２ は 外 部 電 極 １ ６ 、 ２ ０ 、 ２ ５ の 外 側
の バ ッ ク 材 ２ ６ で 一 体 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 例 の 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ は 、 浅 部 を 観 察 す る と き は 、
第 １ の 振 動 部 １ １ を 駆 動 し 、 中 域 を 観 察 す る と き は 、 第 １ の 振 動 部 １ １ 及 び 第 ２ の 振 動 部
１ ２ を 同 時 に 駆 動 す る か 、 第 ２ の 振 動 部 １ ２ の み を 駆 動 し 、 さ ら に 、 深 部 を 観 察 す る と き
は 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 振 動 部 １ １ 、 １ ２ 、 ２ １ を 同 時 に 駆 動 す る か 、 第 ２ の 振 動 部 １ ２
と 第 ３ の 振 動 部 ２ １ を 同 時 に 駆 動 す る か 、 又 は 第 ３ の 振 動 部 ２ １ の み を 駆 動 す れ ば よ く 、
第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 振 動 部 １ １ 、 １ ２ 、 ２ １ は そ れ ぞ れ の 球 体 の 直 径 が 異 な る た め に 、 第
１ 、 第 ２ 、 第 ３ の 振 動 部 １ １ 、 １ ２ 、 ２ １ か ら 放 射 さ れ る 超 音 波 の フ ォ ー カ ス が 異 な る た
め に 、 タ ー ゲ ッ ト 深 度 に 対 し て 、 フ ォ ー カ ス を 最 適 化 す る こ と が で き 、 ベ ネ ト レ ー シ ョ ン
を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ １ ０ は 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 振 動 部 １ １
、 １ ２ 、 ２ １ を 一 体 に 構 成 し た 例 を 示 し た が 、 第 １ 、 第 ２ の 振 動 部 １ １ 、 １ ２ だ け で 構 成
し て も 良 い し 、 又 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 振 動 部 で 説 明 し た が 、 同 心 円 状 の ア レ イ 振 動 子 で
あ れ は 、 素 子 数 を さ ら に 増 加 し て も よ い し 、 さ ら に 、 上 記 実 施 例 で は 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３
の 振 動 子 を 径 の 異 な っ た 球 体 に よ っ て 形 成 し た 例 を 説 明 し た が 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 振 動
部 を フ ォ ー カ ス の 異 な る 凹 面 体 で 構 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-101424 A 2006.4.13



【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 １ ０ 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ
　 １ １ 　 　 　 　 　 　 　 第 １ の 振 動 部
　 １ ２ 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ の 振 動 部
　 １ ３ 　 　 　 　 　 　 　 第 １ の 分 離 材
　 １ ４ 　 　 　 　 　 　 　 内 部 電 極
　 １ ５ 　 　 　 　 　 　 　 第 １ の 端 子
　 １ ６ 　 　 　 　 　 　 　 外 部 電 極
　 １ ７ 　 　 　 　 　 　 　 ア ー ス 電 極
　 １ ８ 　 　 　 　 　 　 　 内 部 電 極
　 １ ９ 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ の 端 子
　 ２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 外 部 電 極
　 ２ １ 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ の 分 離 材
　 ２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 第 ３ の 振 動 部
　 ２ ３ 　 　 　 　 　 　 　 内 部 電 極
　 ２ ４ 　 　 　 　 　 　 　 第 ３ の 端 子
　 ２ ５ 　 　 　 　 　 　 　 外 部 電 極
　 ２ ６ 　 　 　 　 　 　 　 バ ッ ク 材
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摘要(译)

要解决的问题：为了解决其中分辨率和穿透特性都常规地固定为一个的
问题，因为从振动器2辐射的超声波可以仅产生单个焦点。 
ŽSOLUTION：在超声换能器10中，包括切割球的一部分的第一振动部
分11和环形第二振动部分12，其通过切割直径大于第一振动部分11的球
体的直径的球体而得到。通过第一分离器13整体地构成平行于预定宽度
的环形第三振动部分21，其由直径大于第二振动部分12的球体的直径切
割成预定宽度的球体整体构成。第二，第二和第三振动部分11,12和22由
外部电极16,20和25的外部衬垫26整体构成。第一，第二和第三振动部分
11,12和22由外部电极16,20和25的外部衬垫26整体构成。
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